
















要約:①低出生体重児用「離乳指導指針」を策定するに当たり、日本未熟児新生児学会の

理事および評議員、日本小児栄養消化器病学会の運営委員を対象に、低出生体重児(出生

体重 1800～2300g、合併症を認めない)の栄養管理等に関する調査を行った。離乳開始後

のエネルギーおよびたんぱく質の基準として AAP、ESPGAN の値を基準とする者は 10%前後、

約 65%は特に決めていないと回答し、日本人の栄養所要量に示されている乳児の値を基準

とする者が 1/4 を占めていた。離乳開始の目安は修正月齢で 5 か月とする者が 65%、2 回

食への移行は離乳開始後 1～2 か月、3 回食への移行は 2 回食開始後 2 か月とする者の割

合が高かった。離乳食に使用する食品の進め方は、開始時は遅らせるが、その後は成熟児

と同様にする者が大部分を占めていた。

②東京都内の某病院の NICU を退室した 37 名(この中、離乳食の追跡対象者は 24 名)の発

育曲線を作成し、日本人の乳児の栄養所要量を基に、低出生体重児用の 1日の栄養所要量

を策定した。一方、乳汁摂取量、果汁摂取量、離乳の進行状況を調べ、それらを基に離乳

食由来の栄養基準を策定し、改定「離乳の基本」の付表(成熟児用)に類似した指針の策定

を試みた。離乳食および乳汁の摂取状況を調査し、エネルギーおよびたんぱく質の摂取量

を一部報告したが、今後、さらに例数を増やし、その結果をこの指針に重ね合わせて評価

を行う予定である。


